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∀
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冊
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滋
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中
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の
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…
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（
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七
冊

ホ
・
イ
ト
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田
哲
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…
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…
…
…
・
…
…
－
富
蒲
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界
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関
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を
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認
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…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
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…
・
…
…
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（
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七
冊

　
　
ー
カ
ン
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場
合
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岡
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杉

芸
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…
…
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密
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一

現
実
野
川
邦
罎
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駐
砦
讐
…
鳶
繍
轡
　
繍

　
　
　
　
（
あ
る
い
は
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の
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理
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エ
ネ
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ゲ
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（
あ
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承
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…
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…
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…
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働
）

駐
　
第
四
十
六
巻
の
通
算
頁
付
（
欄
外
上
段
隅
）
に
は
次
の
混
飢
が
あ
る
。

　
　
（
1
）
　
五
否
三
十
七
号
は
六
五
七
頁
に
終
り
、
五
菅
三
十
八
号
は
六
五
五
頁
よ
り
は
じ
ま
る
。
、

　
　
（
2
）
　
五
頁
三
十
八
号
は
七
四
四
頁
に
終
り
、
五
菖
三
十
九
号
は
七
六
編
二
頁
よ
り
は
じ
ま
る
。

　
　
（
3
）
　
五
百
三
十
九
号
は
八
八
一
頁
に
終
り
、
五
百
四
十
号
は
八
七
七
頁
よ
り
は
じ
ま
る
。

　
　
　
　
　
一
倶
し
、
本
論
の
通
算
頁
付
と
彙
報
の
そ
れ
と
を
、
別
個
の
頁
付
と
見
倣
せ
ば
、
右
の
混
乱
に
よ
る
不
便
は
多
少
緩
和
さ
れ
る
。
例
へ

　
　
　
　
　
ば
、
八
七
八
頁
に
つ
い
て
の
書
及
が
彙
報
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ぽ
、
五
貰
三
十
九
号
の
褻
該
頁
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
論
に
っ

　
　
　
　
　
い
て
の
誉
及
で
あ
れ
ば
、
五
衝
囎
十
号
の
当
該
頁
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
。

輯
　
　
報
　
　
告

第
四
十
六
巻
の
総
目
録
を
作
成
す
る
段
階
に
い
た
っ
て
、
右
記
の
ご
と
き
不
始
末
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
彙
報
欄
復
活
以
後
に
生
じ
た
混
乱

で
あ
り
ま
す
が
、
本
誌
の
曲
学
を
は
な
は
だ
損
ふ
も
の
で
あ
り
、
単
に
直
接
の
担
当
者
の
責
任
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
監
督
し
う
る
立
場
に
あ
っ
た
委

員
一
同
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
ふ
た
た
び
こ
の
や
う
な
不
始
末
を
繰
返
さ
ぬ
や
う
、
ひ
た
す
ら
憩
戒
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

会
員
各
位
の
御
寛
恕
を
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
酬
血
↓
一
ぬ
ハ
年
三
月
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